
平成 21 年 4 月 22 日 

各  位 

株式会社 みなと銀行 

 

「“ＭＩＮＡＴＯ １０”助成金 」の助成先決定について 

－みなと銀行発足１０周年記念事業－ 

 

 みなと銀行（頭取 籔本信裕）では、発足１０周年記念事業の一環として、昨年 10 月より

公募しました助成金事業「“ＭＩＮＡＴＯ １０”助成金 ～想いを、まちへ。～」の助成先   

企業を決定しましたのでお知らせいたします。 

 

この助成金事業は、これまでの当行に対する地域の皆さまからのご支援に対し感謝を  

こめた地域貢献事業として、新規性、独創性に富んだ技術、ビジネスプランにより自ら事業

を行う方に対し、総額 1 千万円、1 件あたり最高 3 百万円を助成するもので、みなと銀行と

しては初の取組みとして実施いたしました。 

 

昨年 10 月 1 日から 12 月 1 日までの募集に対し、ご応募いただいた計 42 件のビジネス   

プランの中から、外部審査機関のご協力のもと、一次から三次までの厳正な審査を行い、  

助成先として以下の８社を選出いたしました。 

 

助成先一覧（ビジネスプラン概要別紙） 

助成先名 助成金額 所在地 

㈱トップコン 3 百万円 神戸市中央区 

㈱ＷＩＮＧＳ 1 百万円 神戸市兵庫区 

ヴイストン㈱ 1 百万円 大阪市此花区 

㈱エイ・アイ・シー 1 百万円 兵庫県尼崎市 

シグマサイエンス㈱ 1 百万円 大阪市淀川区 

㈱テクノビジュアル 1 百万円 大阪市淀川区 

㈱ポラリスＲx 1 百万円 神戸市中央区 

㈱ユビック 1 百万円 大阪府茨木市 

 

以 上 

 

 

本件に関するお問い合わせ先 

企画部調査広報室 金坂・中島 TEL078-333-3247 

 

 

 



参 考 

 

<“ＭＩＮＡＴＯ １０”助成金の概要> 

1．名  称 “ＭＩＮＡＴＯ １０”助成金 ～想いを、まちへ。～ 

2．応募資格 

中小企業、個人事業主の方で、次の2つの要件を共に充たす方 

① 新しい技術、ビジネスプランにより自ら事業を行うこと 

② 主たる事業所が兵庫県内、大阪府内に所在すること 

3．助成金額 
総額1千万円、応募1件あたり最高3百万円 

※但し、助成対象と認定される経費の範囲内 

4．募集期間 平成20年10月 1日（水）から平成20年12月1日（月）まで 

5．助成先発表 平成21年4月22日（水） 

6．審査方法 

一次審査：書類審査 

二次審査：外部審査機関による専門的な書類審査 

三次審査：面接審査 

7．後  援 

近畿経済産業局、独立行政法人中小企業基盤整備機構、財団法人ひょう

ご産業活性化センター、財団法人神戸市産業振興財団、兵庫県商工会議

所連合会、兵庫県商工会連合会、神戸商工会議所（順不同） 

8．外部審査機関 

神戸大学、明石工業高等専門学校、日本政策投資銀行、独立行政法人中

小企業基盤整備機構、兵庫県立工業技術センター、財団法人新産業創造

研究機構、監査法人トーマツ、丸紅株式会社（順不同） 

 



【別　紙】

 株式会社 トップコン

 代表取締役　岡　成一

 株式会社 ＷＩＮＧＳ

 代表取締役　野々山　泰匡

 ヴイストン株式会社

 代表取締役　大和　信夫

 株式会社 エイ・アイ・シー

 代表取締役　竹本　公士

 シグマサイエンス株式会社

 代表取締役　末松　義章

 株式会社 テクノビジュアル

 代表取締役　関根　徳久

 株式会社 ポラリスＲｘ

 代表取締役　遠藤　康浩

 株式会社 ユビック

 代表取締役　砂川　忠之

“ＭＩＮＡＴＯ 10”助成金　助成先一覧表

2 1百万円 神戸市兵庫区
国際通信規格Zigbee対応の汎用センサーネットワークシステムの開発、販売。Zigbee利用によ
り配線・設置コストを削減し、ビル管理、児童管理等のセキュリティ分野向けに販売する。

番号 ビジネスプランの概要助成先名 助成金額 所在地

1 3百万円 神戸市中央区
鉄骨代替材料としてのプレキャストコンクリート部材の製造。超高層ビルの構造材として使用
可能な高強度コンクリート構造材の開発により、重油使用量の削減と建築工期の短縮を図り、
環境負荷の低減に貢献する。

一般市販材料に直接プリント可能な中型・大型の高速インクジェットプリンターの開発。専用
用紙以外の材料に下地処理なくプリント可能なため、多品種小ロットの製作、短納期、低コス
トを実現可能。

新技術（3Ｄレーザー）を使用した道路路面性状調査の事業化。交通規制が必要で作業員の危険
も伴う路面調査を、新技術による画像解析システムで安全、短時間で実施し、安価で迅速な
データ提供を実現する。

高圧縮であるが可逆可能な独自の動画圧縮技術を活用したデジタル製品の開発。従来方式に比
較して高画質で、復元拡大しても画像は鮮明であるため、主として防犯・セキュリティ業界向
けに販売する。

国際通信規格Bluetooth対応のロボット用ＣＰＵボードの開発。ホビー・教育用ロボットの外部
ＰＣとの接続を、従来の有線接続から無線接続とすることでロボットの制御に関する諸問題を
解決する。

電気分解技術を用いた浄化による水溶性工作油剤の循環装置の開発。産廃処理されている工作
油剤の長期使用を実現し、生産コストと環境負荷の低減に貢献する。

医療品の開発業務。開発リスクの少ない大学等の製品シーズを導入（仕入れ）し、確認申請ま
でを行った上で製薬会社にライセンス販売するラボレスのバイオベンチャー。（ミドルリスク
ミドルリターンのビジネスモデル）

1百万円

1百万円

大阪市此花区

大阪市淀川区

大阪府茨木市

尼崎市

神戸市中央区

大阪市淀川区

1百万円

6

3

1百万円

1百万円

1百万円

8

4

7

5


